
島
か
ら

日
本
の
海
の
再
生
を

松
田
惠
明

42

日
本
の
特
徴
は
、
広
大
な
〈
海
〉
の
存
在
に
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

は
、
水
産
王
国
や
海
洋
王
国
を
自
負
し
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。
日

本
人
と
海
と
の
か
か
わ
り
は
深
く
多
様
で
、
そ
の
経
験
の
蓄
積
は
世

界
に
冠
た
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
本
は
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
領
土
の
拡
が
り
は
南
北
約
三
〇

〇
〇
キ
ロ
に
お
よ
び
、
地
球
の
周
囲
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す

る
三
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
海
岸
線
を
持
ち
、
排
他
的
経
済
水

域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
は
四
四
七
万
平
方
キ
ロ
と
世
界
で
六
番
目
に
広
い
島

国
で
す
。
そ
の
海
岸
線
は
、
渚
、
浦
、
津
、
浜
、
磯
、
潟
、
礁
、
干

潟
、
藻
場
、
湾
、
河
口
…
…
と
多
様
で
、
そ
こ
に
は
約
六
〇
〇
〇
の

漁
村
と
三
〇
〇
〇
の
漁
港
が
あ
り
、
約
二
四
万
隻
の
漁
船
が
活
動
し
、

魚
食
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
中
に
は
、
黒
潮

と
親
潮
が
ぶ
つ
か
る
世
界
の
三
大
漁
場
の
一
つ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
原
点
は
、
海
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
離
れ
島
で
す
。
そ

こ
に
は
、
世
界
史
的
に
も
貴
重
な
海
人
（
海
女
・
海
士
な
ど
）
の
文
化

海
と
島
の
日
本
・
Ⅸ

特
集

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
沿
岸
地
域
に
六
〇
〇
〇
あ
ま
り
の
漁
業
集
落
を
有
す
る
日
本
。
海
か
ら

の
資
源
を
活
か
し
、
多
彩
な
魚
食
文
化
を
育
ん
で
き
た
が
、
埋
め
立
て
や
海
洋
汚
染
、
乱
獲
な

ど
に
よ
る
漁
獲
高
の
減
少
、
さ
ら
に
漁
業
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
難
な
ど
が
加
速
し
漁
業
の
衰

退
は
著
し
い
。
起
死
回
生
を
図
る
べ
く
、
コ
ン
ブ
養
殖
に
よ
る
「
海
の
森
」
再
生
と
、
水
産
業

の
底
上
げ
に
取
り
組
む
鹿
児
島
県
長
島
町
、
長
崎
県
壱
岐
市
の
漁
協
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

世
界
有
数
の
豊
か
な
海
を
擁
す
る
日
本
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が
あ
り
、
大
い
な
る
「
里
海
」
発
展
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
海
の
利
用
に
関
し
て
、
世
界
広
し
と
い
え
ど
も
日

本
よ
り
優
位
な
立
場
に
あ
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
将
来
は
、

こ
う
し
た
海
の
特
徴
を
活
か
せ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
海
里
時
代
に
入
っ
て
久
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
海
の

時
代
」
に
対
す
る
期
待
を
も
っ
て
世
界
中
を
見
渡
し
て
も
、「
海
の

時
代
」
に
通
用
す
る
モ
デ
ル
が
未
だ
存
在
し
ま
せ
ん
。
今
、
日
本
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
海
の
時
代
」
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、

「
海
の
時
代
」
に
通
用
す
る
モ
デ
ル
の
提
示
な
の
で
す
。

●

ど
こ
の
海
も
、
近
代
化
に
伴
う
海
洋
汚
染
、
沿
岸
環
境
の
破
壊
と

劣
化
、
乱
獲
な
ど
で
水
産
資
源
は
枯
渇
、
満
足
な
「
水
産
モ
デ
ル
」

す
ら
乏
し
い
状
況
で
す
。
地
球
の
人
口
は
六
八
億
人
を
超
え
、
そ
の

う
ち
三
〇
億
人
が
十
分
な
食
事
に
恵
ま
れ
ず
、
し
か
も
八
億
人
は
飢

餓
線
上
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
類
の
生
存
に
と
っ
て
「
食
や
文
化
の
多
様
性
」
や
、
脳
の
発
達

や
肥
満
・
成
人
病
予
防
に
欠
か
せ
な
い
水
産
物
が
持
つ
不
飽
和
脂
肪

酸
や
ヨ
ー
ド
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
世
界
の
潮
流
で

あ
る
食
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
西
欧
化
は
そ
れ
に
逆
行
し
て
い
ま
す
。

地
球
の
表
面
積
の
七
割
を
占
め
る
海
か
ら
の
食
糧
生
産
の
道
で
あ
り
、

自
然
と
の
共
生
産
業
で
あ
る
「
水
産
業
」
を
無
視
し
て
人
類
の
食
糧

安
全
保
障
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

他
方
、
水
産
業
は
栄
養
塩
を
回
収
す
る
上
で
も
比
類
の
な
い
産
業

で
す
。
陸
上
か
ら
海
に
流
れ
込
む
窒
素
や
リ
ン
な
ど
栄
養
塩
の
約
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
、
海
水
に
溶
け
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の
一
部
が
魚
介

藻
類
を
収
獲
す
る
水
産
業
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、

こ
の
産
業
が
な
け
れ
ば
、
沿
岸
域
の
富
栄
養
化
は
進
み
、
赤
潮
や
青

潮
、
磯
焼
け
な
ど
の
問
題
や
、
地
球
温
暖
化
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
水
産
業
を
無
視
し
て
人
類
の
環
境
安
全
保

障
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
海
洋
産
業
」
の
開
発
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
水
の
壁
や
圧

力
の
壁
、
塩
の
壁
、
水
生
生
物
や
生
態
の
壁
、
五
感
無
視
の
壁
な
ど

が
あ
り
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
や
海
底
油
田
開
発
、
臨
海
工
業
地

帯
の
建
設
な
ど
一
部
を
除
け
ば
、
採
算
面
や
環
境
面
、
作
業
面
、
技

術
面
、
制
度
面
な
ど
で
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
海

洋
資
源
の
開
発
に
は
莫
大
な
投
資
が
必
要
で
、
そ
れ
を
支
え
る
国
民

的
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
す
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
す
で
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
適

度
な
投
資
で
手
っ
取
り
早
く
国
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
効
果
が
期
待
さ
れ

る
「
水
産
業
」
と
「
漁
村
」
で
す
。
そ
れ
は
水
産
業
と
漁
村
が
環
境

保
全
や
文
化
継
承
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す

（
表
１
参
照
）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
多
面
的
機
能
は
、
か
っ
て
は

非
常
に
充
実
し
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
一
〇
〇
万
人
以
上
を
数
え
た

漁
業
従
事
者
が
今
で
は
二
〇
万
人
を
割
り
、
漁
村
は
高
齢
化
・
過
疎

化
し
、
多
面
的
機
能
の
劣
化
は
激
し
く
、
日
本
の
水
産
業
・
漁
村
は

起
死
回
生
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

特集 海と島の日本・Ⅸ
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一
九
六
〇
年
代
以
降
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
路
線
を
ま
っ
し
ぐ

ら
に
進
み
ま
し
た
が
、
一
方
で
水
産
政
策
も
、
国
策
と
し
て
の
埋
め

立
て
や
海
砂
採
取
、
漁
業
補
償
と
は
別
に
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

に
も
注
目
し
、
公
共
事
業
と
し
て
栽
培
漁
業
や
藻
場
造
成
に
乗
り
出

し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
こ
の
方
面
の
予
算
も
大
幅
に
増
や
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
は
、
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
統
計
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

海
藻
養
殖
が
飛
躍
的
に
伸
び
、
同
時
に
沿
岸
漁
獲
量
が
飛
躍
的
に
伸

び
て
い
ま
し
た
。
水
産
庁
の
話
で
は
中
国
の
統
計
は
信
じ
ら
れ
な
い

と
い
う
の
で
、
そ
れ
で
は
私
た
ち
は
日
本
で
実
験
を
し
よ
う
と
ス
タ

表1　水産業・漁村の多面的機能 

漁村の人々は、江戸時代から魚つき林として
沿岸域の森林を保護するとともに、最近では
積極的に植林活動を実施している。また、海
岸、漁港周辺、海底など清掃活動を日常的に
行い、環境の保全に努力している。また、油
汚染などの除去も担っている。 

約3.5万kmに及ぶ海岸線には、約8.8kmごと
に1港、約5.6kmごとに１漁業集落の割合で港
や漁業集落があり、これらの漁業集落の住民
は、海難救助、国境監視、災害時の救援活動、
海域環境のモニタリングに貢献している。 

漁業や漁村は、人間性の回復や教育の場とし
て大きな役割を果たしている。また、国民の
約6割が最近1年間に漁村や海に出かけ、海洋
性レクリエーションの場として利用している。 

漁村は「生産の集団性」、「集落の密集性」
を特徴とし「相互扶助の精神」など固有の漁
村社会を形成、都市にない社会的効用を発揮
している。また、地域に多様な文化が育まれ、
漁村の存在により継承されている。 

離島や半島域では漁業以外の代替産業が乏し
く、また、漁業には様々な関連産業が存在し、
裾野が広く、地域の基幹産業として地域の雇
用を支えている。一方、高齢者の雇用の場と
して期待されている。 

我が国の沿岸域においては、漁業によって利
用されてきた二次的自然が形成されており、
漁業活動を通じ二枚貝等の濾過食性動物や藻
場・干潟等の生態的機能が維持され、水の浄
化、生物多様性の維持等が図られている 

地球上の水循環に伴って陸から海に流入した
陸上植物に不可欠な栄養塩である窒素やリン
等は、光エネルギーにより海洋性生物に固定
される。漁業は漁獲によりこれらの栄養塩を
陸へ物質循環させる役割を担っている。 

所得と雇用機会提供 

漁村とその文化継承 

保養・交流・学習 

国民の生命財産保全 

漁業に 
よるもの 

漁村住民に 
よるもの 

物質循環機能 

環境 
保全 
機能 

機能 内容 

資料：農林統計協会『平成15年度 図説水産白書』73ページ 
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ー
ト
し
た
の
が
、
一
九
九
四
年
の
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
と
東
町
漁

業
協
同
組
合
（
鹿
児
島
県
長
島
町
）
と
の
共
同
実
験
で
し
た
。

今
回
は
、「
海
の
森
づ
く
り
」
運
動
の
原
点
で
あ
る
東
町
漁
協
で

の
実
験
、「
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
」
の
誕
生
、
南
の
海
で
の
コ

ン
ブ
養
殖
で
天
然
の
藻
場
を
蘇
ら
せ
た
壱
岐
東
部
漁
協
（
長
崎
県
壱
岐

市
）
の
事
例
を
中
心
に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
酪
農
学
園
大
学
で
有
機
農
法
を
、
北
海
道
大
学
で
水
産
増
殖

学
を
学
ん
だ
後
、
一
九
六
九
年
か
ら
一
一
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し

て
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
で
農
業
経
済
学
、
ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
海
洋
研
究
所

や
米
国
国
立
東
西
セ
ン
タ
ー
で
海
洋
政
策
な
ど
を
学
び
、
一
九
八
〇

年
一
〇
月
に
帰
国
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
で
国
際
海
洋
政
策
学
を

教
え
て
き
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
南
太
平
洋
研
究
と
留
学
生
の
受
け

入
れ
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
漁
業
経
済
学
会
に
出
席
す
る
た
び
に
、

暗
い
話
ば
か
り
で
が
っ
か
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
漁
村
の
夢
を
語
る

境
一
郎
先
生
（
故
人
）
に
出
会
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

一
九
九
四
年
に
境
先
生
を
非
常
勤
講
師
と
し
て
鹿
児
島
大
学
水
産
学

部
に
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
漁
連
の
紹
介
で
、
新
学

期
が
始
ま
る
直
前
に
境
先
生
と
私
が
東
町
漁
協
の
宇
都
時
義
組
合
長

（
当
時
）
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

東
町
漁
協
は
、
一
九
七
四
年
に
黒
之
瀬
戸
大
橋
が
開
通
す
る
ま
で

は
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
沖
の
離
島
、
長
島
の
一
部
で
、
小
さ
な
漁
村

の
漁
協
で
し
た
。
一
九
七
〇
年
に
組
合
長
と
な
っ
た
宇
都
氏
は
、
黒

之
瀬
戸
大
橋
の
開
通
を
活
か
し
て
漁
村
の
活
性
化
を
図
れ
な
い
か
と

模
索
し
、
漁
協
で
ブ
リ
の
養
殖
実
験
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
餌
と

し
て
の
マ
イ
ワ
シ
の
漁
獲
量
増
加
と
呼
応
し
て
、
東
町
漁
協
を
販
売

取
扱
高
一
〇
〇
億
円
を
超
す
ブ
リ
養
殖
日
本
一
の
漁
協
に
育
て
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
マ
イ
ワ
シ
の
漁
獲
が

減
少
。
ブ
リ
養
殖
一
辺
倒
の
漁
業
か
ら
、
ア
ナ
ア
オ
サ
な
ど
養
殖
を

推
奨
し
、
生
産
の
多
様
化
を
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
宇

都
氏
に
お
会
い
し
た
の
は
ま
さ
に
こ
ん
な
時
で
し
た
。

「
コ
ン
ブ
の
大
海
中
林
を
造
成
し
、
水
質
浄
化
と
水
産
増
殖
効
果
を

期
待
す
る
の
み
な
ら
ず
、
生
産
物
を
ア
ワ
ビ
に
転
換
し
て
、
ブ
リ
一

辺
倒
の
東
町
漁
協
経
済
の
多
様
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
」
と
問
い
か

け
ま
し
た
。
宇
都
氏
は
し
ば
ら
く
だ
ま
り
こ
ん
で
、
最
後
に
「
よ
し

や
ろ
う
。
三
年
間
で
一
〇
〇
〇
万
円
出
す
」
と
約
束
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
話
は
進
み
、
準
備
も
進
み
、
共
同

研
究
「
鹿
児
島
県
に
お
け
る
沖
合
養
殖
に
関
す
る
研
究
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

宇
都
氏
の
頭
の
中
に
は
、
東
町
漁
協
の
組
合
員
五
五
〇
名
の
う
ち

一
五
〇
名
は
ブ
リ
の
養
殖
業
者
で
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
四
〇
〇
名
は
漁
船
漁
業
者
で
貧
し
く
、
こ
の
養
殖
業
者

と
漁
船
漁
業
者
の
貧
富
の
差
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り

特集 海と島の日本・Ⅸ

鹿
児
島
県
東
町
漁
協
で
の
経
験
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ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
共
同
研
究
に
は
、
東
町
内
の
幣へ

串ぐ
し

、
葛く

ず

輪わ

、

伊い

唐か
ら

三
地
区
の
漁
船
漁
業
者
約
五
〇
名
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、

勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
宇
都
氏
は
東
町
長
と
な
り
、
組
合
長
は
森
枝
哲
男

氏
に
替
わ
り
ま
し
た
。
初
年
度
は
組
合
あ
げ
て
取
り
組
み
、
当
初
三

ヶ
年
で
一
〇
〇
〇
万
円
の
予
算
で
開
始
し
ま
し
た
が
、
初
年
度
の
施

設
の
設
置
や
資
材
費
だ
け
で
約
八
〇
〇
万
円
か
か
り
、
次
年
度
以
降

の
継
続
の
た
め
に
は
追
加
予
算
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

他
方
、
食
害
が
ひ
ど
い
と
い
わ
れ
る
鹿
児
島
の
海
で
、
一
二
月
に

沖
出
し
し
た
コ
ン
ブ
は
順
調
に
伸
び
、
五
月
末
に
は
幅
二
五
セ
ン
チ
、

長
さ
四
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
も
の
も
た
く
さ
ん
で
き
、
大
規
模
海
中

林
造
成
の
夢
は
、
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ワ
ビ

の
餌
と
し
て
の
利
用
は
、
ま
だ
先
の
課
題
と
し
て
あ
り
、
こ
れ
が
克

服
さ
れ
る
ま
で
評
価
は
お
預
け
と
な
り
ま
し
た
。

近
隣
の
熊
本
県
な
ど
で
は
、
ア
ワ
ビ
養
殖
は
粗
放
的
な
生
け
簀
養

殖
で
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
境
先
生
が
推
奨
す
る
北
海
道

で
集
約
的
に
使
わ
れ
て
い
る
五
〜
一
〇
段
籠
を
使
っ
た
籠
養
殖
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
町
の
ブ
リ
養
殖
業
者
は
ア
ワ
ビ
養
殖
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
漁
船
漁
業
者
の
底
上
げ
を
目
的
と
し
た
ア
ワ
ビ
養
殖
を
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
申
し
合
わ
せ
に
従
い
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部

の
東
町
実
験
場
を
除
い
て
、
ア
ワ
ビ
養
殖
を
す
る
養
殖
業
者
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
の
東
町
実
験
場
で
は
、
籠
養

殖
で
は
な
く
生
け
簀
養
殖
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
餌
を
や
る
必
要
の
な
い
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ
イ
の
養
殖
を
行

い
ま
し
た
。
貝
類
の
養
殖
を
し
て
み
て
、
は
じ
め
て
水
の
汚
れ
の
ひ

ど
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
外
か
ら
見
れ
ば
青
く
美
し
い
海
で
す
が
、

貝
籠
掃
除
は
大
変
な
作
業
で
し
た
。

磯焼け研究第一人者の海藻学者・
新村厳氏と一緒に東町でコンブの
成長調査（1995年3月）。
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ヒ
オ
ウ
ギ
ガ
イ
は
育
ち
ま
し
た
が
、
漁
業
者
と
組
合
の
関
心
は
も

っ
と
単
価
の
高
い
ア
ワ
ビ
養
殖
で
し
た
。
同
じ
ア
ワ
ビ
の
仲
間
で
も
、

南
方
系
の
ト
コ
ブ
シ
な
ど
は
単
価
が
安
い
と
い
う
理
由
で
敬
遠
さ
れ
、

関
心
は
単
価
の
高
い
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
に
集
中
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
ア
ワ
ビ
養
殖
の
事
業
化
に
成
功
し
て
い
る
佐
賀
県
名

護
屋
岡
（
現
唐
津
市
）
の
養
殖
場
を
視
察
し
、
二
年
目
は
、
熊
本
県
五

和
町
（
現
天
草
市
）
の
養
殖
場
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
筏
式

の
生
け
簀
に
設
置
し
た
シ
ェ
ル
タ
ー
に
ア
ワ
ビ
を
付
着
さ
せ
る
方
法

で
あ
り
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
使
お
う
と
し
て
い
る
沖
合
養
殖
の
籠

式
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
東

町
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
ア
ワ
ビ
養
殖
で
、

そ
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
水
温
の
高
い
夏
に
養
殖
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は

全
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
年
目
に
は
、
東
町
が
ア
ワ
ビ
の
種
苗
生

産
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
協
の
関

係
者
六
名
を
引
率
し
、
コ
ン
ブ
の
種
糸
供
給

先
の
青
森
市
水
産
指
導
セ
ン
タ
ー
や
、
先
進

事
例
と
し
て
コ
ン
ブ
養
殖
と
ア
ワ
ビ
養
殖
を

結
び
つ
け
て
い
る
下
北
半
島
脇
野
沢
を
訪
問

し
ま
し
た
。
脇
野
沢
で
の
ボ
ッ
ク
ス
養
殖
を

み
て
、
籠
の
汚
れ
の
ひ
ど
い
東
町
で
も
ボ
ッ

ク
ス
養
殖
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

六
月
ま
で
は
成
長
も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
夏
の
高
温
に
は
打
ち

勝
て
ず
、
ほ
ぼ
全
滅
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、
鹿
児
島
大
学

水
産
学
部
東
町
実
験
所
で
の
生
け
簀
養
殖
試
験
は
成
功
し
ま
し
た
。

大
き
な
差
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ボ
ッ
ク
ス
を
船
上
に
引
き
上
げ

て
餌
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
け
簀
養
殖
で
は
夏
場
も
ア
ワ
ビ
は

つ
ね
に
海
の
中
に
あ
り
、
人
手
や
空
気
に
触
れ
る
こ
と
な
く
過
ご
せ

る
こ
と
で
し
た
。

夏
場
の
餌
や
り
も
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
ブ
は
水
温
が
高
い

と
溶
け
て
し
ま
う
た
め
、
ヒ
ジ
キ
や
ア
ナ
ア
オ
サ
な
ど
を
使
っ
た
り
、

特集 海と島の日本・Ⅸ

東町でのコンブの乾燥風景（1995年6月）。

東町の海、水深7～8mのコンブに蝟集するメバル群
（1995年6月、撮影：森枝速人）。
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餌
を
や
ら
な
い
夏
眠
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、
東
町
実
験
場
で

は
ア
ナ
ア
オ
サ
を
使
っ
た
ア
ワ
ビ
の
周
年
養
殖
も
行
い
、
ま
た
、
餌

の
な
い
夏
場
に
は
、
薄
く
切
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
餌
と
し
て
使
う
と

い
っ
た
実
験
を
繰
り
返
し
、
成
功
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

共
同
研
究
は
五
年
間
続
き
ま
し
た
が
、
夏
場
の
問
題
を
解
決
で
き
ず
、

事
業
化
の
目
処
も
立
た
ず
、
一
五
〇
〇
万
円
使
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
失
敗
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
鹿
児
島
県
内
で
は
、
東
町
漁
協
で
で
き
な
い
こ
と
は

私
た
ち
に
期
待
さ
れ
て
も
無
理
、
と
い
う
風
潮
が
つ
く
り
出
さ
れ
、

全
漁
連
や
水
産
庁
も
そ
れ
を
受
け
て
消
極
的
対
応
に
終
始
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
東
町
漁
協
で
は
、
養
殖
業
者
の
ア
ワ
ビ
な
ど
貝
類
養
殖

に
対
す
る
関
心
も
高
ま
り
、
組
合
全
体
と
し
て
海
藻
養
殖
の
重
要
性

を
認
知
し
、
二
〇
〇
三
年
に
は
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ
イ
と
ア
ワ
ビ
の
垂
下
式

養
殖
漁
業
の
区
画
漁
業
権
が
新
設
さ
れ
、
魚
類
と
海
藻
の
養
殖
面
積

を
一
対
一
と
す
る
漁
場
改
善
計
画
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ア
ワ
ビ
の
区
画
漁
業
権
の
も
と
で
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
海
藻
養
殖

が
、
漁
船
漁
業
者
だ
け
で
な
く
、
養
殖
漁
業
者
も
含
め
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
七
年
に
は
、
熊
本
県
御
所
浦
漁
協
で
行
っ
た
「
南

の
海
で
の
マ
コ
ン
ブ
の
養
殖
研
究
」
で
学
位
を
と
っ
た
耒
代

き
た
だ
い

勇
樹
氏

を
採
用
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
、
当
協
会
と
の
共
同
実
験
と
し
て
硫

酸
第
一
鉄
を
含
ん
だ
藻
場
造
成
実
験
を
行
い
、
成
功
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

「
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
」
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
七
日
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
前
述
の
東
町
漁
業
協
同
組
合
で

の
実
験
と
、
そ
れ
以
後
の
鹿
児
島
県
や
宮
崎
県
、
熊
本
県
、
長
崎
県

を
は
じ
め
全
国
一
三
県
に
わ
た
る
漁
業
者
へ
の
種
糸
の
斡
旋
、
講
習

会
や
講
演
会
の
開
催
、
出
版
活
動
な
ど
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

境
一
郎
氏
を
中
心
と
す
る
「
コ
ン
ブ
で
海
中
林
を
つ
く
ろ
う
の
会
」

（
二
〇
〇
一
年
結
成
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
設
立
総
会
が
準
備
さ
れ
ま

し
た
。
境
先
生
は
、
月
刊
『
漁
村
』
に
「
沿
岸
漁
業
に
夢
を
描
い
て
」

を
一
九
九
二
年
か
ら
一
〇
〇
回
以
上
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
、
一
九

九
七
年
に
は
農
文
協
か
ら
『
磯
焼
け
の
海
を
救
う
』、
二
〇
〇
〇
年

に
成
山
堂
か
ら
『
一
個
52
万
円
の
ア
ワ
ビ
文
化
』
を
出
版
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
「
海
を
耕
し
海
を
守
る
」（「
大
好
き
北
海
道
」
二
〇
〇
〇
年
八

月
）、
テ
レ
ビ
朝
日
「
素
敵
な
宇
宙
船
地
球
号：

海
の
医
者
コ
ン
ブ
」

（
一
九
九
九
年
六
月
）
な
ど
に
出
演
し
、
広
告
塔
の
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
コ
ン
ブ
海
中
林
に
よ
る
資
源
倍
増
提
言
」
は
、
一

九
九
九
年
九
月
に
長
崎
県
平
戸
市
度
島

た
く
し
ま

で
の
講
演
が
最
初
で
、
続
い

て
鹿
児
島
県
阿
久
根
町
、
頴
娃

え

い

町
、
鹿
大
水
産
学
部
、
一
二
月
に
東

海
大
学
海
洋
学
部
、
北
海
道
増
毛
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
提
言
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
二

三
日
、
大
日
本
水
産
会
の
業
際
懇
談
会
で
の
私
と
境
先
生
の
発
表
で

「
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
」誕
生
の
背
景
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し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
東
京
水
産
振
興
会
か
ら
月
刊

「
水
産
振
興
」
四
〇
〇
号
、
月
刊
「
養
殖
」、
月
刊
「
漁
協
経
営
」、

週
刊
「
水
産
週
報
」
な
ど
の
掲
載
へ
と
続
き
、
同
年
一
〇
月
に
は
水

産
社
か
ら
『
コ
ン
ブ
は
地
球
を
救
う
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

二
〇
〇
二
年
六
月
に
は
、
国
会
の
農
林
水
産
委
員
会
で
も
私
た
ち
が

提
言
し
て
い
る
「
海
の
森
づ
く
り
」
関
連
の
議
論
が
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
当
協
会
の
看
板
で
あ
っ
た
境
先
生
は
、
残
念
な
が
ら
二
〇

〇
四
年
一
一
月
、
沖
縄
の
地
で
家
族
に
見
守
ら
れ
大
往
生
さ
れ
ま
し

た
。高

知
大
学
の
大
野
正
夫
先
生
、
鹿
児
島
大
学
の
門
脇
秀
策
先
生
、

東
京
大
学
の
高
橋
正
征
先
生
、
日
本
大
学
の
堀
田
健
治
先
生
な
ど
の

大
学
関
係
者
や
、
宇
都
時
義
元
東
町
漁
協
組
合
長
、
古
谷
和
夫
元
全

国
海
水
養
魚
協
会
会
長
、
林
和
明
北
海
道
栽
培
漁
業
公
社
副
会
長
、

白
石
ユ
リ
子
「
ウ
ー
マ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
魚
」
代
表
な
ど
漁
業
関
係

者
を
理
事
に
、
山
田
正
彦
衆
議
院
議
員
（
現
農
林
水
産
副
大
臣
）
と
日

和
佐
信
子
元
全
国
消
費
者
連
絡
会
議
事
務
局
長
が
監
事
に
推
薦
さ
れ
、

「
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
」
は
産
官
学
民
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
二
〇

〇
二
年
一
二
月
四
日
、
内
閣
府
の
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
目
的

は
「
生
態
系
を
重
視
し
た
コ
ン
ブ
等
海
藻
に
よ
る
海
の
森
づ
く
り
技

術
の
普
及
に
よ
り
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
磯
焼
け
の
弊
害
を
防
ぎ
、
沿

岸
域
の
水
質
浄
化
と
水
産
資
源
増
殖
を
図
る
と
共
に
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
生
産
物
の
利
活
用
の
研
究
お
よ
び
普
及
に
よ
っ
て
陸
圏
の
生

態
系
と
そ
の
循
環
を
重
視
し
た
環
境
改
善
に
よ
る
社
会
貢
献
を
推
進

す
る
」
こ
と
で
す
。

会
員
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
に
散
在
し
、
当
協
会
は
希
望

者
に
コ
ン
ブ
な
ど
の
種
糸
を
斡
旋
し
た
り
、
講
師
を
派
遣
し
た
り
、

勉
強
会
に
参
加
し
た
り
、
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
年
一
回
「
海
の

森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」、
隔
年
で
「
海
の
森
づ
く
り
こ
ん
ぶ
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
た
り
、
農
林
水
産
環
境
展
な
ど
他
団
体
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

設
立
の
動
機
は
、
日
本
の
可
能
性
を
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。
人
類

が
「
海
の
時
代
」
に
向
か
お
う
と
す
る
今
、
日
本
に
は
、
賢
い
海
の

利
用
に
つ
い
て
の
世
界
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
日
本
の
水
産
業
や
漁
村
は
、
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
そ
の
起
死
回
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
海
か
ら
の
発
想
」
を

大
切
に
し
、
過
去
か
ら
謙
虚
に
学
び
、
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
正
し
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て
沿
岸
域
の
漁
獲
量
を
倍
増
し
、
漁
村
人
口
を
増
や
し
、「
里
海
」

を
守
る
こ
と
で
す
。
水
産
業
と
漁
村
が
そ
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
し

は
じ
め
れ
ば
、
農
山
漁
村
と
都
市
を
結
ぶ
循
環
型
社
会
構
築
も
可
能

で
、
こ
れ
は
「
海
の
時
代
」
に
相
応
し
い
モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
。

中
国
の
沿
岸
漁
獲
量
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
一
〇
〇
〇
万
ト
ン
を

超
え
ま
し
た
（
図
１
参
照
）。
私
た
ち
は
、
こ
の
大
幅
な
伸
び
の
原
因

は
、
大
連
か
ら
福
建
省
ま
で
の
沿
岸
一
三
〇
〇
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
コ
ン

ブ
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
「
海
藻
養
殖
ベ
ル
ト
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
海
藻
の
収
穫
量
（
湿
重
量
）
は
現
在
一
〇
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え

て
い
ま
す
。
こ
の
養
殖
海
藻
が
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
魚
介
類
に
産

卵
場
や
揺
籃
場
を
提
供
し
、
水
産
増
殖
効
果
が
現
わ
れ
た
結
果
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
中
国
の
統
計
数
字
の
曖
昧
さ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
は

こ
れ
を
日
本
で
実
証
し
た
い
と
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
規
模
が
小
さ
く
、
増
殖
効
果
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
お

り
ま
せ
ん
。

日
本
で
も
、
後
継
者
問
題
も
な
く
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る

漁
村
が
あ
り
ま
す
。
先
述
の
東
町
も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
や
根
室
湾
に
面
し
た
多
く
の
漁
村
で
す
。
そ
こ
で
は
か
つ
て
出

稼
ぎ
漁
業
者
か
ら
這
い
上
が
り
、
今
で
は
一
漁
家
一
億
円
以
上
の
貯

金
を
持
ち
、
漁
協
組
合
員
一
人
あ
た
り
の
年
間
可
処
分
所
得
が
二
〇

〇
〇
万
円
を
超
え
、
北
海
道
漁
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
ホ
タ
テ

漁
業
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
漁
協
の
調
査
船
で
前
浜
の

調
査
を
行
い
、
五
年
先
の
漁
況
を
見
通
せ
る
状
況
を
自
分
た
ち
で
つ

図1　日中の沿岸漁獲量の推移（1950年～2005年） 
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く
っ
て
お
り
、「
調
査
は
県
や
国
の
仕
事
」
と
他
人
任
せ
に
し
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
成
功
の
秘
訣
は
、
組
合
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
組
合
員
の
団

結
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
成
功
例
を
謙
虚
に
学
び
、
日
本
の
沿
岸

域
の
構
造
改
善
を
進
め
て
ゆ
き
、「
海
の
時
代
」
の
モ
デ
ル
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
種
糸
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
運
動
、

ロ
ー
プ
式
海
中
林
造
成
、
海
洋
施
肥
な
ど
に
よ
る
海
中
林
（
人
工
・

天
然
藻
場
）
造
成
と
生
産
物
の
利
活
用
が
「
海
の
森
づ
く
り
運
動
」

の
柱
で
す
。

長
崎
県
壱
岐
島
に
あ
る
壱
岐
東
部
漁
協
の
取
り
組
み
は
、
私
た
ち

の
「
海
の
森
づ
く
り
運
動
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
す
。

長
崎
県
の
離
島
で
あ
る
壱
岐
、
対
馬
、
五
島
、
度た

く

島し
ま

で
「
海
の
森

づ
く
り
」
の
た
め
の
コ
ン
ブ
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
九
九
年
以

降
で
す
。
こ
れ
は
、
境
先
生
と
私
が
現
地
で
講
演
を
し
た
り
、
勉
強

会
を
し
、
種
糸
を
斡
旋
し
て
き
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。

壱
岐
、
対
馬
、
五
島
、
大
村
湾
の
関
係
者
が
、
先
進
地
視
察
と
し

て
熊
本
県
の
御
所
浦
漁
協
（
当
時
）
を
訪
問
し
た
の
は
二
〇
〇
二
年

の
春
で
し
た
。
そ
の
中
に
、
浦
田
俊
信
壱
岐
東
部
漁
協
組
合
長
が
お

ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に
組
合
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
浦
田
氏

は
、
借
金
を
か
か
え
る
漁
協
の
経
営
を
は
じ
め
、
幡
鉾
川
流
域
の
圃

場
工
事
で
顕
著
と
な
っ
た
磯
焼
け
問
題
や
、
一
九
九
七
年
に
河
口
の

汚
濁
防
止
フ
ェ
ン
ス
が
決
壊
、
内
海
湾
の
藻
場
が
全
滅
す
る
な
ど
、

途
方
に
く
れ
て
い
た
矢
先
の
参
加
で
し
た
。

壱
岐
よ
り
南
の
熊
本
県
で
コ
ン
ブ
が
育
っ
て
い
る
の
を
見
て
、「
壱

岐
で
も
コ
ン
ブ
の
森
は
つ
く
れ
る
。
コ
ン
ブ
の
森
が
育
て
ば
、
内
海

湾
の
改
善
も
可
能
だ
」
と
感
じ
ら
れ
た
の
が
運
動
の
始
ま
り
で
す
。

さ
っ
そ
く
、
そ
の
一
二
月
に
コ
ン
ブ
の
種
糸
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を

取
り
寄
せ
、
三
ヶ
所
で
試
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
三

年
五
月
に
は
、
全
体
で
一
・
四
ト
ン
が
収
獲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

の
「
海
の
森
づ
く
り
」
で
は
、
天
然
・
人
工
を
問
わ
ず
海
に
コ
ン
ブ

な
ど
海
藻
類
の
種
を
植
え
れ
ば
、
磯
焼
け
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全

天
候
型
の
藻
場
造
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、〝
汚
濁
の
海
〞
を
〝
宝
の
海
〞
に
戻
そ
う

と
必
死
の
努
力
が
続
き
ま
す
。

種
糸
を
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
使
っ
た
二
年
目
は
、
そ
の
下
流
に
ワ
カ

メ
が
出
て
き
ま
し
た
。
種
糸
を
二
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
使
っ
た
三
年
目

は
、
そ
の
下
流
に
ア
カ
モ
ク
（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の
一
種
）
が
出
て
き
ま
し

た
。
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
始
ま
り
、
種
糸
を
一
万
三
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
使
っ
た
四
年
目
は
、
ア
カ
モ
ク
は
濃
い
森
と
な
り
、
モ
ズ
ク
も

出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
二
〇
〇
六
年
一
二
月
以
降
、
種
糸
は
三
五

〇
〇
〜
四
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
前
年
度
も
の

す
ご
く
多
忙
と
な
っ
た
割
に
は
、
そ
の
収
獲
は
約
一
〇
〇
ト
ン
と
多

く
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の
程
度
の
収
獲
は
、
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
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「第2回こんぶサミット」での浦田組合長の
経験発表（2007年4月、壱岐東部漁協提供）。

10分間で獲ってきたみごとなウニ、サザエ、
アワビ（壱岐東部漁協提供）。

北方のものとは違う壱岐のマコンブ
（2007年4月、壱岐東部漁協提供）。

海中でのコンブの栽培状況
（2007年4月、壱岐東部漁協提供）。

コンブ養殖で蘇ったホンダワラの森
（2007年4月、壱岐東部漁協提供）。
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〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
種
糸
で
十
分
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
コ

ン
ブ
の
栽
培
と
と
も
に
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の
藻
場
は
確
固
と
し
た
も
の

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
硫
酸
鉄
を
主
体
と
し
た
海
洋
施
肥

剤
を
一
ト
ン
散
布
し
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
は
二
〇
〇
九
年
四
月
に

な
っ
て
も
海
底
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
海
藻
施
肥
剤
も
藻
場
造

成
に
役
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
浦
田
組
合
長
抜
き
に
は
、
隔
年
で
行
っ
て
き
た
「
海
の

森
づ
く
り
こ
ん
ぶ
サ
ミ
ッ
ト
」
は
語
れ
ま
せ
ん
。

二
〇
〇
五
年
四
月
二
二
〜
二
三
日
、
長
崎
県
大
村
市
で
「
海
の
森

づ
く
り
全
国
大
会
こ
ん
ぶ
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
お
お
む
ら
」
が
開
催
さ

れ
、
漁
業
関
係
者
や
学
者
、
環
境
団
体
な
ど
約
一
〇
〇
〇
人
が
全
国

か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
県
の
漁
業
者
が
中
心
と
な
っ
た

も
の
で
、
浦
田
組
合
長
が
実
行
委
員
長
と
な
り
、
二
回
目
か
ら
は
、

当
「
海
の
森
づ
く
り
推
進
協
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
二
〇
〇
九
年
度
の
第
三
回
目
は
、
日
本
財
団
の
助
成
も
得
て

盛
大
に
開
催
中
で
す
（
注
１
）。

●

離
島
で
産
業
を
発
展
さ
せ
る
契
機
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
産
業
は
そ
の
中
で
も
最
も
可
能
性
の
高
い
分
野
で
す
。

管
理
費
用
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
環
境
の
現
状
維
持
や
自
然
生

産
の
回
復
効
果
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
環
境
容
量
の
中
で
、

自
然
と
の
共
生
の
上
に
立
っ
て
、
現
状
あ
る
い
は
自
然
生
産
の
一
〇

倍
、
一
〇
〇
倍
、
一
〇
〇
〇
倍
の
価
値
を
生
む
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
れ
が
「
里
海
」
の
思
想
で
す
。

全
国
の
島
々
の
皆
さ
ん
、
日
本
の
可
能
性
を
開
く
た
め
に
、
私
た

ち
と
一
緒
に
頑
張
り
ま
せ
ん
か
。

■
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注
１：

「
海
の
森
づ
く
り
こ
ん
ぶ
サ
ミ
ッ
ト
」：

二
〇
〇
九
年
度
は
、
日
本
財
団
の
助
成
を

受
け
、
九
月
に
東
京
海
洋
大
学
に
お
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
試
食
会
な
ど
を
開
催
。
ほ
か
に

も
、
長
崎
県
壱
岐
市
や
青
森
県
青
森
市
、
岩
手
県
宮
古
市
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
な
ど
を
訪
ね

る
「
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
」（
現
場
セ
ミ
ナ
ー
と
見
学
）
を
実
施
し
て
い
る
。


